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◇学級開き講座◇学級開き講座　４月５日

◇しんかんフェスタ◇しんかんフェスタ
　４月20日（土）13時30分
　大阪市教育会館
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　今年度も終わりが近づいてきました。この１
年で約

30人の仲間を迎えることができました。パワハ
ラをは

じめとする相談、学習会や交流会への参加、職
場の仲

間や知り合いからの誘われて、さまざまなきっ
かけで

加入を決意されました。

　さて、新年度のとりくみも始まっています。
学級開

き講座、しんかんフェスタ、教採突破講座。職
場や知

り合いの方だけでなく、新しく来られる方にも
まず声

をかけましょう。そして話の中で、ぜひ組合の
存在を

知らせ、講座や新歓行事のお誘いをしてくださ
い。

　あなたの職場や周りの人からまず１人、仲間
を増や

しましょう！

人
事
異
動
基
準
の

交
渉
＝
２
月
５
日 仲間が30人増えた仲間が30人増えた

しんかんの取り組みで声かけをしんかんの取り組みで声かけを

万
博
ス
ト
ッ
プ
府
民

大
集
合　

記
事
裏
面

　

大
阪
市
は
２
月
８
日

市
長
会
見
で
「
本
務
教

員
に
よ
る
欠
員
補
充
制

度
の
創
設
」
を
発
表
し

ま
し
た
。
法
に
基
づ
く

定
数
に
加
え
て
市
独
自

に
本
務
教
員
（
特
別
専

科
教
諭
）
を
25
年
度
ま

で
に
小
学
校
１
０
０

名
、
中
学
校
30
名
配
置

し
ま
す
（
配
置
校
は
定

数
を
上
回
る
配
置
と
な

模
原
、
浜
松
、
静
岡
、

広
島
市
で
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
が
交
渉
で
明
ら

か
に
な
り
、
大
阪
市
で

直
ち
に
適
用
す
る
こ
と

を
求
め
ま
し
た
。

　

妊
娠
障
害
休
暇
は
京

都
府
で
３
週
間
、
14
日

間
が
大
阪
府
・
兵
庫
県

・
滋
賀
県
・
神
奈
川
県

・
堺
市
、
10
日
間
が
東

京
都
・
和
歌
山
県
、
奈

良
県
７
日
と
な
っ
て
い

ま
す
。
権
限
移
譲
以
降

要
求
し
て
い
る
「
14
日

間
に
戻
す
」
こ
と
を
求

め
ま
し
た
。

　

再
任
用
給
料
月
額

（
教
育
職
２
級
）
が
７

割
に
達
し
て
い
な
い
問

題
、
主
務
教
諭
選
考
不

合
格
者
の
問
題
、「
ケ

ア
労
働
の
賃
上
げ
」
が

反
映
さ
れ
て
い
な
い
幼

稚
園
給
料
表
の
改
善
、

権
限
移
譲
に
際
し
て
の

「
地
域
手
当
引
き
上
げ

分
を
相
殺
す
る
」
た
め

の
教
育
職
給
料
表
の

「
減
額
」
の
復
元
を
要

求
し
ま
し
た
。
教
員
復

職
支
援
事
業
が
「
休
職

者
が
円
滑
に
職
場
に
復

職
で
き
る
よ
う
な
仕
組

み
」
か
を
検
証
し
、
休

職
者
の
人
権
を
守
る
こ

と
を
新
規
に
要
求
し
ま

し
た
。

　

大
阪
市
教
職
員
組
合

協
議
会
（
市
教
協
）
は

２
月
22
日
労
働
条
件
交

渉
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
師
の
教
育
職
給
料

表
２
級
適
用
が
、
札

幌
、
名
古
屋
、
さ
い
た

ま
、
川
崎
、
横
浜
、
相

の
権
利
が
き
ち
ん
と
認

め
ら
れ
る
大
阪
市
に
な

っ
て
ほ
し
い
で
す
！
」

と
記
入
（
小
学
校
）。

　

大
阪
市
教
は
大
阪
市

で
働
く
す
べ
て
の
教
職

民
間
も
労
働
組
合
の
た

た
か
い
に
火
が
つ
い
て

い
る
。
日
本
で
も
公
務

員
の
『
労
働
基
本
権
の

回
復
』
の
た
た
か
い
が

必
要
」と
語
り
ま
し
た
。

　

大
阪
市
教
へ
の
新
加

入
は
23
年
度
26
名
（
２

月
現
在
）。
新
加
入
の

組
合
員
は
、
ざ
ま
ざ
ま

な
要
求
実
現
を
求
め
て

い
ま
す
。「
ス
ク
ー
ル

・
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー

カ
ー
が
会
計
年
度
任
用

職
員
で
は
な
く
、
正
規

職
員
に
な
る
こ
と
を
強

く
願
っ
て
い
ま
す
」

（
Ｓ
Ｓ
Ｗ
）。「
組
合
に

入
ろ
う
と
思
っ
た
き
っ

か
け
は
、
教
員
の
勤
務

環
境
を
本
気
で
改
善
し

た
い
と
思
っ
た
か
ら
で

す
。
自
分
や
家
庭
を
犠

牲
に
す
る
こ
と
な
く
勤

務
で
き
る
、
持
続
可
能

で
や
り
が
い
の
あ
る
環

境
を
作
り
た
い
で
す
」

（
中
学
校
）。
加
入
用

紙
に
「
労
働
者
と
し
て

24
年
春
闘
で
は
以
下

強
調
し
ま
し
た
。
物
価

高
騰
と
「
四
半
世
紀
」

に
お
よ
ぶ
実
質
賃
金
低

下
を
踏
ま
え
、
生
活
改

善
が
実
感
で
き
る
「
歴

史
的
な
賃
上
げ
」
の
実

現
を
め
ざ
す
。
①
ス
ト

ラ
イ
キ
②
統
一
闘
争
③

要
求
で
の
仲
間
づ
く

り
、
こ
の
３
点
の
実
践

で
「
た
た
か
う
労
働
組

合
」
を
強
く
し
、
要
求

実
現
を
手
繰
り
寄
せ

る
。
職
場
や
地
域
で
自

ら
声
を
上
げ
れ
ば
、
変

え
ら
れ
る
と
信
じ
る
こ

と
が
で
き
る
組
合
員
を

増
や
し
「
強
い
労
働
組

合
」
を
つ
く
る
。

　

「
主
要
国
で
、
公
務

員
の
ス
ト
ラ
イ
キ
権
の

制
約
が
あ
る
の
は
日
本

と
ア
メ
リ
カ
。
し
か
し

ア
メ
リ
カ
で
は
19
年
に

教
員
３
万
人
が
『
賃
上

げ
』
な
ど
を
求
め
て
ス

ト
ラ
イ
キ
を
行
う
な

ど
、
世
界
中
で
公
務
も

　

大
阪
労
連
・
大
阪
市

地
区
協
議
会
「
春
い
ち

ば
ん
春
闘
宣
言
集
会
」

が
２
月
29
日
に
行
わ

れ
、
全
労
連
・
黒
澤
幸

一
さ
ん
が
「
た
た
か
っ

て
こ
そ
労
働
組
合　

ス

ト
ラ
イ
キ
は
な
ぜ
少
な

い
？
米
国
労
働
運
動
か

ら
何
を
学
ぶ
の
か
」
の

テ
ー
マ
で
講
演
し
ま
し

た
。23

年
春
闘
で
埼
玉
県

の
金
属
加
工
会
社
の
労

働
組
合
が
、
ス
ト
ラ
イ

キ
と
８
回
の
団
体
交
渉

で
大
幅
な
賃
上
げ
回
答

を
勝
ち
取
っ
た
事
例
を

紹
介
し
ま
し
た
。

２
月
11
日
開
か
れ
ま
し

た
。

　

国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
教
授
、
高
麗
博
物
館

長
を
歴
任
し
た
新
井
勝

紘
さ
ん
が
「
関
東
大
震

災
１
０
０
年
を
経
て
―

絵
巻
に
描
か
れ
た
現
代

へ
の
教
訓
―
」
を
講
演

し
ま
し
た
。

　

「
朝
鮮
人
や
中
国

人
、
社
会
主
義
者
の
虐

殺
が
百
年
た
っ
て
明
ら

　

第
58
回
「
建
国
記
念

の
日
」
不
承
認
２
・
11

大
阪
府
民
の
つ
ど
い
が

か
に
な
っ
た
の
か
。
い

ま
後
退
し
て
い
る
。
正

当
防
衛
だ
っ
た
と
堂
々

と
発
言
す
る
人
も
。
歴

博
の
展
示
も
虐
殺
『
６

千
人
』
が
『
多
く
の
』

と
な
っ
た
。
国
会
で
政

府
は
『
資
料
が
な
い
』

と
答
弁
し
て
い
る
」
と

批
判
し
ま
し
た
。

　

ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
で
「
関
東
大
震
災
絵

巻
１
・
２　

大
正
15
年

肉
筆　

淇
国
」
を
21
年

に
落
札
。

　

虐
殺
絵
が
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
は
、
家
に
届

い
て
か
ら
知
り
ま
し

た
。

　

青
い
服
を
着
た
朝
鮮

人
と
み
ら
れ
る
人
た
ち

が
、
槍
や
刀
を
持
っ
た

軍
人
、警
察
官
、自
警
団

と
み
ら
れ
る
多
く
の
人

に
襲
わ
れ
、頭
や
肩
、背

中
か
ら
血
を
流
し
て
倒

れ
て
い
る
場
面
。
巻
物

の「
自
序
」は
「
流
言
蜚

語
は
興
奮
を
極
め
つ
つ

市
民
の
神
経
を
な
や
ま

し
、武
器
を
提
げ
」「
省

慮
の
念
を
促
し
、
或
い

は
後
世
、
祈
念
の
一
片

と
為
す
」と
あ
り
ま
す
。

　

「
虐
殺
絵
」
か
ら
読

み
解
く
こ
と
、
①
虐
殺

は
公
然
と
行
わ
れ
た
、

②
官
民
一
体
の
行
為
、

③
流
し
続
け
た
マ
ス
コ

ミ
の
流
言
蜚
語
、
④
地

域
で
の
タ
ブ
ー
視
、
⑤

歴
史
と
し
て
伝
わ
っ
て

い
な
い
、
⑥
「
虐
殺
」

に
触
れ
な
い
、
消
え

る
、
⑦
あ
え
て
描
い
た

画
家
が
い
た
、
⑧
な
ぜ

書
い
た
か
を
問
う
べ

き
、
汲
む
べ
き
、
⑨
官

の
責
任
と
民
の
責
任
、

⑩
民
の
差
別
意
識
の
克

服
、を
指
摘
し
ま
し
た
。

員
の
「
要
求
実
現
」
の

た
め
、
支
部
や
専
門
部

の
取
り
組
み
、
４
月
の

「
新
歓
企
画
」
な
ど
に

声
を
か
け
仲
間
を
増
や

し
ま
す
。

る
）。
年
度
途
中
に
欠

員
発
生
校
に
勤
務
先
を

変
更
し
ま
す
（
年
度
末

ま
で
「
兼
務
発
令
」）。

　

欠
員
が
小
学
校
53
、

中
学
校
11
（
23
年
11
月

１
日
）
の
状
況
の
な
か

大
阪
市
教
は
、「『
学
校

が
崩
壊
』
す
る
前
に
欠

員
解
消
」
を
要
求
し
て

き
ま
し
た
。「
教
員
不

足
」
の
問
題
は
、「
教

育
予
算
不
足
」
の
問
題

で
あ
り
、
国
の
公
務
員

総
人
件
費
削
減
・
教
職

員
削
減
の
も
と
で
、
定

数
内
講
師
を
多
数
配
置

し
続
け
た
結
果
に
よ
る

も
の
で
す
。
欠
員
補
充

の
た
め
に
は
本
務
教
員

を
増
や
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

新
規
採
用
者
の
一
部

が
「
特
別
専
科
教
諭
」

と
さ
れ
る
こ
と
、
年
度

途
中
で
「
兼
務
発
令
」

さ
れ
る
こ
と
よ
る
問
題

が
生
じ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
そ
の
後
の
人
事
の

取
扱
い
も
、「
本
人
の

希
望
尊
重
」
で
慎
重
に

行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

大
阪
市
教
は
今
後
学

校
園
か
ら
の
疑
問
や
不

安
に
も
と
づ
き
引
き
続

き
交
渉
・
協
議
を
行
い

ま
す
。

年度末人事内示
苦情相談

３月12日（火）18時３月12日（火）18時
大阪市教育会館大阪市教育会館

世界、日本「歴史的な賃上げ」世界、日本「歴史的な賃上げ」
組合たたかい要求実現組合たたかい要求実現 春闘宣言春闘宣言

集会集会

市教協

賃
金
・
権
利
復
元

講
師
２
級
適
用

欠
員
補
充　

特
別
専
科
教
諭

欠
員
補
充　

特
別
専
科
教
諭

 

2424
年
度
小

年
度
小
5050
名
、中
名
、中
1515
名名

官
民
一
体
の
朝
鮮
人
虐
殺

歴
史
が
伝
わ
っ
て
い
な
い

２・11集会


